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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
本論文は，き裂を有する金属材料のひずみの局所化に伴う力学的挙動に関する問題に対して，物

理的に正しい解析手法である結晶塑性有限要素法を導入し，検討を行なっている．新規開発材料な

どに対しては，従来の力学的な近似を前提とした解析が通用しないためである．著者は材料特性お

よび結晶塑性解析の必要性を定量的に示すパラメータを “material index” として提案している．主

に材料工学として発展してきた平滑材に対する結晶塑性学を，機械工学上重要なき裂の問題に導入

した著者の成果は，機械工学上寄与するところが大きい．よって本論文は博士（工学）に値するも

のと認める． 


